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防災対策

再
点
検
が
必
要
で
は
な
い
か

地
域
の
防
災
力
を
強
め
て
い
く

帯状疱疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
を

国
の
動
向
を
見
て
か
ら

　
　
泊
ま
り
合
っ
て
部
落
問

題
を
中
心
に
話
し
、
学
ぶ
と

の
趣
旨
で
51
年
前
に
始
ま
っ

た
「
泊
ま
り
合
い
」
が
今
年

度
中
止
に
な
っ
た
。
県
下
で

は
本
町
だ
け
が
時
代
に
取
り

残
さ
れ
て
続
け
て
い
た
が
、

部
落
問
題
解
決
に
は
一
歩
前

進
だ
。
取
り
止
め
た
理
由
と

そ
れ
に
替
わ
る
新
た
な
事
業

は
ど
ん
な
内
容
か
。

　
泊
ま
る
の
は
子
育
て
世
代

に
は
参
加
し
づ
ら
く
、
参
加

者
も
固
定
化
傾
向
に
あ
っ
て
、

時
間
、
場
所
、
研
修
内
容
等

の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た
。

　
新
た
な
事
業
は
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
ツ
・
カ
フ
ェ
」
と

名
付
け
、
人
権
課
題
解
消
に

向
け
て
、
テ
ー
マ
は
参
加
者

の
協
議
で
決
め
る
。
様
々
な

立
場
の
意
見
を
出
し
合
っ
て

話
し
合
い
を
す
る
事
業
。

　
　
帯
状
疱
疹
は
50
歳
以
上

で
は
３
人
に
一
人
が
か
か
る

国
民
病
と
も
い
え
る
病
だ
。

予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
は

高
額
の
た
め
、
全
国
的
に
補

助
を
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
町
で
も
補
助
が

出
来
な
い
か
を
伺
う
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
発
症
予

防
な
ど
は
期
待
出
来
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
が
高
い
こ

と
と
、
国
が
ま
だ
評
価
を
し

直
し
て
い
る
状
況
も
あ
る
の

で
、
国
の
動
向
を
み
て
い
き

た
い
。

　
　
能
登
半
島
地
震
は
改
め

て
災
害
の
実
態
を
知
ら
さ
れ

た
。
住
居
の
耐
震
化
、
飲
料

水
の
確
保
と
井
戸
の
活
用
、

罹
災
証
明
発
行
へ
の
備
え
、

避
難
所
問
題
等
々
取
り
組
み

の
再
点
検
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
今
回
の
地
震
か
ら
地
域
の

防
災
力
の
重
要
性
が
大
事
だ

と
分
か
り
、
再
度
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
住
宅
耐
震
化
は
よ
り
一
層

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
飲
料
水
は
、
全
町
民
一
日

分
の
容
量
を
上
回
る
量
が
確

保
出
来
て
い
る
。

　
井
戸
の
活
用
は
有
効
で
、

現
状
把
握
も
行
っ
て
い
く
。

　
罹
災
証
明
書
は
、
発
行
の

調
査
が
出
来
る
職
員
講
習
等

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

職
員
を
増
や
す
計
画
。

　
避
難
所
運
営
は
、
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る

の
で
住
民
の
皆
さ
ん
で
運
営

を
お
願
い
し
て
い
る
。
防
災

訓
練
の
時
に
避
難
所
運
営
の

訓
練
な
ど
も
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

人権問題

「泊まり合い」中止は一歩前進

新たな事業で課題に向き合う
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家屋が倒壊した珠洲市の様子
（令和 6年 1月）

「ヒューマンライツ・カフェ」の一コマ
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
最

期
ま
で
暮
ら
す
た
め
に
は
、

医
療
体
制
の
構
築
や
連
携
が

必
要
で
あ
る
。
医
療
機
関
と

の
協
議
は
継
続
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
の
計
画
は
。

　
こ
れ
ま
で
、
町
内
の
民
間

の
医
療
機
関
と
の
協
議
の
場

が
少
な
か
っ
た
。
令
和
６
年

度
よ
り
、「
黒
潮
町
地
域
医

療
審
議
会
」
を
設
置
し
、
医

療
機
関
と
連
携
し
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
医
療
計
画

を
完
成
さ
せ
て
い
く
。

　
　
訪
問
診
療
に
関
し
て
医

療
機
関
と
の
連
携
や
、
現
状

の
把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

　
現
在
、
町
内
医
療
機
関
で

は
、
直
診
の
拳
ノ
川
診
療
所

と
、
佐
賀
診
療
所
の
訪
問
看

護
で
の
対
応
の
み
で
、
大
方

地
域
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
町
外
の
医
療
機
関
の
訪

問
診
療
を
利
用
さ
れ
て
い
る

現
状
は
あ
る
の
で
、
今
後
、

審
議
会
で
協
議
し
て
い
く
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ

い
て
の
進
捗
は
。

　
昨
年
、
拳
ノ
川
診
療
所
の

澤
田
医
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
認
定
医
の
資
格
を
取
得
し
、

診
療
所
も
、
届
出
を
行
っ
た
。

　
今
年
か
ら
役
場
職
員
や
そ

の
家
族
を
対
象
に
実
証
実
験

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、

導
入
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　
　
令
和
６
年
４
月
か
ら
、

訪
問
介
護
の
報
酬
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
中
山
間
地
域
に
あ
る
訪

問
介
護
事
業
所
は
経
営
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
な
る
。

　
訪
問
介
護
事
業
所
確
保
の

た
め
の
支
援
は
。

　
当
町
の
訪
問
介
護
事
業
所

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
す
る
１
事
業
者
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
在
宅
生
活
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
訪
問

介
護
事
業
所
は
必
要
不
可
欠
。

報
酬
改
定
が
ど
の
程
度
影
響

す
る
の
か
、
今
後
確
認
の
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、基
本
は
、

町
か
ら
の
支
援
で
は
な
く
、

介
護
報
酬
で
自
立
し
た
運
営

及
び
経
営
を
願
い
た
い
。

　
　
子
育
て
の
延
長
線
上
に

介
護
、
福
祉
的
問
題
が
あ
る
。

教
育
と
福
祉
の
つ
な
が
り
は

重
要
で
あ
る
が
、
連
携
は
。

　
町
の
教
育
基
本
計
画
の
中

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ

に
、「
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
と
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
あ
り
、
福
祉
部
門
と

教
育
部
門
が
一
体
と
な
っ
て

か
か
わ
り
方
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
一
旦
中
断
さ
れ
て
い
た

が
、
子
ど
も
家
庭
支
援
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
て
、
連
携
の

下
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（※

）

を
中
心
に
進
め
て
い
る
。

　
支
援
に
あ
た
る
メ
ン
バ
ー

は
、
教
育
委
員
会
か
ら
は
、

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

職
員
、
く
じ
ら
ル
ー
ム
の
職

員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
。
健
康
福
祉
課
か

ら
は
、
保
健
師
、
福
祉
担
当

者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

※
 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
は
、

支
援
が
必
要
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
届
い
て
い
な
い
人

に
対
し
て
、
行
政
や
支
援
機

関
な
ど
が
積
極
的
に
働
き
か

け
て
、
訪
問
等
に
よ
り
、
情

報
や
支
援
を
届
け
る
方
法
の

こ
と
。

地域包括ケアシステム

医療体制や教育と福祉の連携は

審議会や子ども支援チームで推進

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
元
気
に
つ
わ
ぶ
き
の
出
荷
作
業
を

し
て
い
る
様
子
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